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公衆衛生看護学分野 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

大西真由美・教授 評議員 日本公衆衛生学会 

大西真由美・教授 理事 日本国際保健医療学会 
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大西真由美・教授 理事 特定非営利活動法人健康都市推進会議 

大西真由美・教授 長崎県「保健事業支援・評価委員会」委員 長崎県国民健康保険団体連合会 

平野裕子・教授 日本健康支援学会理事、学会誌編集委員 日本健康支援学会 

平野裕子・教授 日本保健医療社会学会国際交流委員 日本保健医療社会学会 

平野裕子・教授 Guest Editor for Asian Studies Journal University of the Philippines, Asian Center 

平野裕子・教授 Session Organizer International Sociological Association 

本田純久・教授 健康ながさき 21 調査検討小委員会委員 長崎県 

本田純久・教授 評議員 日本公衆衛生学会 

本田純久・教授 評議員 日本民族衛生学会 

本田純久・教授 代議員 日本疫学会 

中尾理恵子 
・准教授 

職能担当理事 長崎県看護協会県南支部 

中尾理恵子 
・准教授 

理事 NPO 長崎斜面研究会  

中尾理恵子 
・准教授 

長崎市地域密着型サービス事業者選定委員 長崎市 

中尾理恵子 
・准教授 

長崎市保健所運営協議会委員 長崎市 

中尾理恵子 
・准教授 

諫早市健康福祉審議会高齢福祉部会委員および

諫早市地域密着型サービス運営委員 
諫早市 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
倫理的課題・ジレンマに対応する保健医療人

材育成のための基盤的研究 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
日本人留学生の海外における性行動とその

関連要因に関する研究 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
結核等の健康課題をもつ刑事施設被収容者

等の包括的継続健康生活支援 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
震災復興過程における育児困難感を軽減す

るソーシャルサポート要件 

大西真由美・教授 公益財団法人政策医療振興財団 
平成 29 年度研究助成 

代表 受刑経験がある薬物依存症者の再犯防止に

寄与する社会的包摂プログラム開発 

平野裕子・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究 (B) 
二国間経済連携協定に基づく外国人看護師

の受入れ―摩擦と共生 

平野裕子・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究 (C) 
認知症の認識とケアに関する研究―EPA で

来日する看護師の教育と支援に向けて 

平野裕子・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究 (C) 
東アジアのケア労働者の国際移動：移民レジ
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ームとケアレジームの視点から 

平野裕子・教授 日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽 
グローバル社会における外国人の健康増

進：コミュニティの強みを生かす生活習慣病

予防 

平野裕子・教授 公益財団法人三菱財団 代表 インドネシアにおける日本向け介護職者送

出しプログラム構築に関する基礎的研究 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
要介護高齢者と家族が在宅介護を選択した

時にもたらされる潜在的経済価値 
本田純久・教授 国立がん研究センター 分担 がん研究開発費 

共同研究グループのデータセンター間の連

携によるがん治療開発研究の効率化と質的

向上のための研究 

本田純久・教授 公益財団法人九州先端科学技術研

究所 
分担 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基

盤技術高度化支援事業） 
高齢者の特性に合わせた独自のロジックを

持つ学習型人工知能を搭載した自動鑑別診

断システムの開発 

中尾理恵子 
・准教授 

科学研究費補助金・基盤研究 C（平

成 28 年度～平成 30 年度） 
代表 地理的不利条件下の住民の防災とソーシャ

ルキャピタルの活用：長崎市斜面市街地の調

査 

西原三佳・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・基盤研究 C 
震災復興課程における育児困難感を軽減す

るソーシャルサポート要件 

本田純久・教授 医療法人 芙蓉会 テレケア遠隔健康システムの開発と実証に

関する研究 

本田純久・教授 長崎県 長崎県生活習慣状況調査の地域分析 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

大西真由美・教授 非常勤講師（公衆衛生学） 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

大西真由美・教授 非常勤講師（国際看護） 長崎県立大学 

平野裕子・教授 非常勤講師（医療社会学） 福岡医健専門学校 

平野裕子・教授 非常勤講師（社会学） 長崎市医師会看護専門学校 

西原三佳・助教 非常勤講師（国際看護） 宮崎県立看護大学 

西原三佳・助教 実習指導者講習会講師（保健師課程） 長崎県看護協会 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

平野裕子・教授 外国人介護人材門戸

拡大から介護技術移

転へ―いま日本に必

要な長期的ビジョン 

nippon.com 2017.1.17 2025 年に想定される大幅な介護人材不

足を踏まえ、政府は外国人介護職に門戸

を広げる施策を決めた。だが、近視眼的

な受け入れ体制には課題が多い。介護技

術の海外移転も視野に入れた長期的ビ

ジョンが必要だ。 
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Yuko Hirano,  
Professor 

Foreign Care Workers 
in Japan: A Policy 
Without a Vision 

nippon.com 2017.2.13 Japan will lower specific immigration 
barriers this year to ease a projected 
shortage of professional care workers for 
the elderly. A health sociologist draws on 
extensive research to critique the 
government’s shortsighted, private-sector- 
driven approach to the problem, calling for 
greater efforts to support and export Japan’s 
advanced system of care work. 

 


